
（単位：百万円）

差 額
（決算－予算）

収入

運営費交付金 11,082 12,155 1,073 (注１)

施設整備費補助金 2,297 1,250 △ 1,047 (注２）

船舶建造費補助金 0 0 0

施設整備資金貸付償還時補助金 0 0 0

補助金等収入 552 800 248 (注３）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 47 47 0

自己収入 21,373 21,714 341

授業料、入学金及び検定料収入 3,922 3,866 △ 56 (注４）

附属病院収入 17,293 17,371 78 (注５）

財産処分収入 0 0 0

雑収入 158 477 319 (注６）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 2,002 2,423 421 (注７）

引当金取崩 71 72 1

長期借入金収入 513 513 0

貸付回収金 0 0 0

目的積立金取崩 404 229 △ 175 (注８）

38,341 39,203 862

支出

業務費 30,998 31,226 228 (注９）

教育研究経費 15,211 15,951 740

診療経費 15,787 15,275 △ 512

施設整備費 2,857 1,810 △ 1,047 (注１０）

船舶建造費 0 0 0

補助金等 552 800 248 (注１１）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 2,002 1,537 △ 465 (注１２）

貸付金 0 0 0

長期借入金償還金 1,932 1,930 △ 2

国立大学財務・経営センター施設費納付金 0 0 0

38,341 37,303 △ 1,038
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○予算と決算の差異について

１,０４７百万円少額となっています。

（注１） 運営費交付金については，主として前年度の繰越額を使用したため，予算額に比して決算額が

１,０７３百万円多額となっています。

（注２） 施設整備費補助金については，一部の事業が翌年度に繰越となったため，予算額に比して決算額が

過払金）が発生したこと等により，予算額に比して決算額が３１９百万円多額となっています。

（注３） 補助金等収入については，予算段階では予定していなかった国等からの補助金を獲得したため，予

算額に比して決算額が２４８百万円多額となっています。

（注４） 授業料，入学金及び検定料収入については，授業料免除枠の拡大等により，予算額に比して決算額

が５６百万円少額となっています。

（注５） 附属病院収入については，外来化学療法件数の増加等により，予算額に比して決算額が７８百万円

多額となっています。

（注６） 雑収入については，過年度の返納金（医学部附属病院における超過勤務手当等の不適切支給に係る

注１０） 施設整備費補助金については，（注２）に示した理由により，予算額に比して決算額が１,０４７

（注７） 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については，主として寄附金に係る当該年度の受入額の増に

より，予算額に比して決算額が４２１百万円多額となっています。なお，前年度からの繰越分として

５４６百万円を計上しています。

（注８） 目的積立金取崩については，一部の事業が翌年度に繰越となったため，予算額に比して決算額が

１７５百万円少額となっています。

（注９） 業務費については，一部の事業が翌年度に繰越となった一方，（注１）に示した理由及び過年

度の追給（医学部附属病院における超過勤務手当等の不適切支給に係る未払金）が発生したこと等に

より，予算額に比して決算額が２２８百万円多額となっています。

額が４６５百万円少額となっています。

百万円少額となっています。

注１１） 補助金等については，（注３）に示した理由により，予算額に比して決算額が２４８百万円多額と

なっています。

注１２） 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については，寄附金等の繰越により，予算額に比して決算


